
令和３年度第１回茨城県東海地区環境放射線監視委員会の開催結果 

 

１ 期  間 令和３年９月２１日（火）から９月３０日（木）まで 

 

２ 開催方法 書面開催（新型コロナウイルス感染拡大防止の観点） 

 

３ 委 員 別紙１のとおり 

 

４ 結 果 

（１）令和２年度環境放射線監視結果について（審議事項） 

  ア 第３・４四半期短期的変動調査結果 

  イ 下半期長期的変動調査結果 

  ウ 線量の推定結果 

（２）報告事項 

  ア 福島第一原子力発電所事故に係る特別調査の概要について 

  イ 海水中トリチウムの測定結果について 

 

審議事項及び報告事項について、原案のとおり了承された。 

なお、委員から、資料の内容について別紙２のとおり意見があり、資料の追記修正を

別紙３、別紙４のとおり行った。 

 

５ 配付資料 

・資料№1  監視委員会評価部会報告書 

       第 194報（令和２年度第３四半期）、第 195報（令和２年度第４四半期） 

・資料№1-1 監視委員会評価部会報告書（評価結果の概要） 

・資料№1-2 監視委員会評価部会報告書（令和２年度第３四半期及び第４四半期） 

・資料№2  福島第一原子力発電所事故に係る特別調査結果の概要について 

・資料№2-1  福島第一原子力発電所事故に係る特別調査結果の概要 

（令和２年４月から令和３年３月まで） 

・資料№2-2  福島第一原子力発電所事故に係る特別調査結果の概要 

（令和３年４月から令和３年７月まで） 

・資料№3  海水中のトリチウム測定結果について 

・参考資料１ 茨城県東海地区環境放射線監視委員会委員名簿 

・参考資料２「監視委員会評価部会報告書」に係る核種と用語について 

 



別紙１ 

茨城県東海地区環境放射線監視委員会委員名簿 

令和３年９月２１日時点 

氏   名 役     職     名 

  海野 透 茨城県議会議員 

  川津 隆 茨城県議会議員 

  福地 源一郎 茨城県議会議員 

  下路 健次郎 茨城県議会議員 

  遠藤 実 茨城県議会議員 

  長谷川 重幸 茨城県議会議員 

  山田 修 東海村長 

  飛田 静幸 東海村議会議長 

 國井 豊 大洗町長 

  小沼 正男 大洗町議会議長 

  先﨑 光 那珂市長 

  福田 耕四郎 那珂市議会議長 

  大谷 明 ひたちなか市長 

  鈴木 一成 ひたちなか市議会議長 

  高橋 靖 水戸市長 

  小川 春樹 日立市長 

  宮田 達夫 常陸太田市長 

  小林 宣夫 茨城町長 

  岸田 一夫 鉾田市長 

○ 山口 高史 (独)国立病院機構水戸医療センター 院長 

  小佐古 敏荘 東京大学名誉教授 

  鈴木 元 国際医療福祉大学クリニック 教授 

  市川 忠史 
国立研究開発法人水産研究・教育機構水産資源研究所 

水産資源研究センター 海洋環境部長 

  兼保 直樹 
国立研究開発法人産業技術総合研究所 

環境創生研究部門 環境動態評価研究グループ 上級主任研究員 

  風見 晴夫 茨城県農業協同組合中央会 副会長 

  飛田 正美 茨城沿海地区漁業協同組合連合会代表理事会長 

◎ 小野寺 俊 茨城県副知事 

  堀江 英夫 茨城県防災・危機管理部長 

  仲田 弘美 茨城県環境放射線監視センター長 

◎委員長  ○副委員長 

 



別紙２ 

 

茨城県東海地区環境放射線監視委員会（令和３年度 第１回）御質問への対応 

 

（１）審議事項 

 御意見 回答 

兼

保 

委

員 

資料 1： 

報告書 P164-165、1-3 大気中放射能

測定結果(P165 下段)、降下塵中の
137Cs 経月変化水戸市上国井町のデー

タ R3.2 は値としては十分に低いも

のの、ここ数年ではやや目立つ値が

出ています。この一つのデータに引

っ張られたのか、(P165上段)【水戸】

での降下塵中の 137Cs の経年変化も

R2年度に僅かに上昇に転じたように

見えてしまいます。この 1 データに

ついて、たとえば近傍で土木工事等

があり表層土壌の舞い上がりが大量

に起きた等、何か原因が考えられま

すでしょうか。 

調査地点の水戸市上国井町は、県の農業

研究所となります。R3.2における研究所敷

地内での土木工事等の実施の有無に関して

農業研究所に確認したところ、特に工事等

は行われていないとのことでした。 

試料採取時の写真記録を確認したとこ

ろ、R3.2試料回収時の水盤内に通常よりか

なり多い土粒子の降下物が確認できまし

た。気象庁による水戸の気象データによる

と、R3.2は降雨がほとんどなく、表層土壌

の舞い上がりが起こりやすい気象条件とな

っていたことから、137Cs濃度が上昇したも

のと考えられます。 

 

 

 

 

 

R2.12 試料回収時の   R3.2 試料回収時の 

水盤内の状況            水盤内の状況 

(137Cs不検出) 

資料 1-2： 

P3、P8「平常の変動幅」の意味につ

いて、どこかに注釈を入れていただ

ければ。 

たとえば、今回の資料でもたびたび

触れられているような、降雨時の一

時的な値の上昇を除いたもの、とい

う意味でしょうか。すでにどこかで

触れられているものを見落としたの

かもしれませんが。 

平常の変動幅の意味については、資料 1-2

には記載しておりませんが、資料 1の P212

及び茨城県環境放射線監視計画の P26に詳

細に記載してあります。資料 1-2の P3に

「平常の変動幅」の意味を追記いたしま

す。 

＜資料 1の P212及び監視計画 P26＞ 

平常の変動幅・・・平常時におけるモニ

タリングによって得られたデータは種々の

要因で変動するが、その変動の幅を用い

て、調査検討を要するデータを客観的に見

出す。 



 

 

小
佐
古
委
員 

資料 1-2： 

P6、P-2 で R 元 11 月の Cs-137 がピ

ークをなしているが（小さい値では

あるが、、、）、この想定される理由を、

例えば、報告書の P5の結果に書き込

んでおいたらいいのではないでしょ

うか？ 

（P７ 水戸市上国井のケースも同

じ？） 

下記の写真のとおり、2019 年 11 月に特異

的にフィルターへ採取塵埃が多いと思われ

る週がありました。冬季の間の乾燥に加えて

風向等の条件が重なり P-2周辺の表土の舞上

がりを通常よりも多く採取したため、表土由

来の Cs-137 が通常よりも多く検出されたも

のと推測されます。理由については、資料 1-

2の P6の図中に記載いたします。 

 
(P7 水戸市上国井のケースは、兼保委員の

質問にて回答) 

資料 1-2： 

P11、積水メディカルで、参照法令値

が、“有機物”を参照しているが、排

水中なので、“水”なのでは？あるい

は、有機物をそのまま排水している

のか？ 

積水メディカルでは、トリチウムで標識さ

れた有機化合物を使用しているため、排水中

の濃度限度は有機物の値を採用しておりま

す。 

排水は有機化合物を含む水溶液であり、法

令値以下になるように希釈して排水してお

ります。 

資料 1-2： 

P16～17、ガンマ線量が東海、大洗地

区では、事故前のレベルの倍くらい

のレベルになって落ち着いてきてい

るようである、という了解でいいで

しょうか？ 

ガンマ線量は徐々に落ち着いていており

ますが、まだ緩やかに減少している傾向だと

認識しております。 

 

 

 

 

 

①2019.11.1～2019.11.4 ②2019.11.4～2019.11.11 ③2019.11.11～2019.11.18

④2019.11.18～2019.11.25 ⑤2019.11.25～2019.12.2



 

 

（２）報告事項 

 御意見 回答 

兼
保
委
員 

資料 2 ： 

P8(2)霞ヶ浦流入河川及び湖内（環境

省・県） 

本件については以前も質問したことが

ありますが、8. 花室川の底質の放射性

セシウム濃度があまり下がらないまま

現在も続いています。国の測定地点の

データではありますが、原因について

県として何らかの見解をお持ちでしょ

うか。 

花室川の底質の放射性セシウム濃度は、

平成 23 年度平均（第１回～第２回）で

1,105 (Bq/kg 乾土)であったのが、令和

３年２月の結果では 110(Bq/kg 乾土)と値

が落ち着いている状況となっております。

引き続き、環境省の測定データを注視して

いきます。 

なお、花室川のすぐ北側にある備前川に

つきましては、他の霞ヶ浦流入河川と比較

して底質の放射性セシウム濃度が高い状

況が続いております（令和３年２月：

819(Bq/kg乾土)）。 

備前川について環境省に問い合わせた 

ところ 

・調査地点は河川の流速が小さく、土壌が

とどまりやすい環境である。 

・東日本大震災直後、平成 23 年９月に、

調査地点の上流側の広範囲で高線量が観

測されていた（航空機モニタリング結果。

令和２年 10 月のモニタリングでは高線量

の地域は調査地点の周辺になし）。とのこ

とでした。 

このことから、県としましても、備前川

は流速が遅く、震災後に流入した汚染土壌

が川底にとどまりやすい環境にあるため、

底質の放射性セシウム濃度が高い状況が

続いているものと推論しております。 

小
佐
古
委
員 

 

資料 2： 

P9 表で、こしあぶら、野生きのこの測

定がされていない理由は何でしょう

か？（以前にも質問しましたかね？）表

の下にその理由を簡単に示した方がい

いと思います。 

こしあぶらについては、流通品もしくは

出荷することを前提に検査を実施してお

り、県内の野生のこしあぶらの生息域は、

国から出荷制限指示を受けていることか

ら、検査しておりません。資料２の P9 表

下に理由を明記します。 

 野生きのこは 7 月 31 日までに４検体検

査を実施しておりました。資料２を修正い

たします 



 

 

資料 2： 

P9～10、最近米国で福島 1F事故に関連

した食品の輸入規制が廃止（一部？）さ

れたと報道がありましたが、P9-P10 と

の関連はどうなりましたか？ 

あくまでも茨城県内の出荷制限指示等

の解除は検査結果等の条件を満たしたう

えで国と事前協議した後解除するので他

国の動きに左右されることはございませ

ん。 

鈴
木
元
委
員 

資料 2： 

農畜産物の出荷制限・自粛に関して、本

年度だけではなく、何年度から基準値

を超す検体がなくなっているかが判る

資料作成をお願いする。 

現時点では、お尋ねの資料がないことか

ら、今後、資料作成を行ってまいります。 

 

（３）その他 

小
佐
古
委
員 

 今後、1F からの処理水放出時に、本

件の定期のトリチウムの測定とは別

に、放出後のトリチウムの測定を加え

たほうがいいと思います。その際は、測

定のタイミングの検討が重要となりま

す。 

 国では「ALPS処理水に係る海域モニタリ

ング専門家会議」において、トリチウムの

測定等について議論を行っていると承知し

ております。県としては、その具体的な内

容を伺ったうえで、必要性に応じて検討し

てまいります。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



別紙 3 

 

監視委員会資料 No.1-1（監視委員会評価部会報告書 令和２年度第３四半期及び第４四半期）修正 

 

頁 ３ 

修
正
前 

 

修
正
後 

 

 



 

 

 

頁 ６ 

修
正
前 

 

修
正
後 

 

 

 



 

 

頁 ７ 

修
正
前 

 

修
正
後 

 

 

 

 



別紙 4 

監視委員会資料 No.2（福島第一原子力発電事故に係る特別調査結果の概要について）修正 

 

頁 ９ 

修
正
前 

 

修
正
後 

 

 

 


